
令和２年度 第２回 渋谷区子ども・子育て会議 会議録 

 

     日時：令和 3 年３月２３日（火） 

17：55～19：00 

     場所：区役所本庁舎８階 

 ８０１－１・２会議室 

 

１ 開会 

 

２ 令和３年４月開園分の利用定員設定について 

 

３ 子ども発達相談センターの巡回事業について（報告） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 開催 

 

■ 会長 

・ 令和 2 年度第 2 回の子ども・子育て会議を開催する。 

・ 事務局より事務連絡 

 

■ 事務局（保育課長） 

・ 今般の新型コロナウイルス感染症の拡大の状況から、感染防止のため、対面会議と

オンラインで会議を開催する。本日出席は、対面６名、オンライン５名で 11 名の出

席で、有効に成立している。原委員からは欠席の連絡をいただいている。 

 

※ 事務局職員よりオンライン会議の注意点と配布資料について確認 

 

２ 議事 

（１） 令和３年４月開園分の利用定員設定について 

 ■会長 

  最初に、令和３年４月開設園の利用設定について事務局より説明をお願いする。 

 

 ■事務局（保育施設緊急整備担当課長）より資料１について説明 

 

 ■会長 

 ・ 今のところについて質問等はあるか。 

 

■委員 A 

  （ア）５新規園の法人会社を教えて欲しい。 

 （イ）利用定員の変更は何年間適用されるのか。 

 （ウ）認可定員の変更は事業者からの依頼できるのか、時期とはあるのか。 

 

■事務局（保育施設緊急整備担当課長） 

（ア）茶々だいかんやま保育園 →社会福祉法人あすみ福祉会 

   ポピンズナーサリースクール代々木上原 →株式会社ポピンズ 

   はるの小川ちとせ保育園 →社会福祉法人ちとせ交友会 

ベネッセ幡ケ谷保育園 →株式会社ベネッセスタイルケア 

未来のカプセル原宿保育 →株式会社エデュリー 

（イ）利用定員は、在園見込み児童数が認可定員の８割未満の園で、各歳児の在籍見 

込数が認可定員の半数以下となる場合に、その歳児の利用定員を半数まで下げる



対応する処置である。これまでは３年以内としている。 

認可保育園数が増えた影響で利用定員数が２年以上少ない場合は、認可定員を

引き下げることを検討していく方針である。  

（ウ） 前年度の夏頃までに事業者から申し出を受け、区と事業者で協議の上検討して 

いく。 

 

 ■会長 

 ・ 他に質問はあるか。 

  

 （異議なし） 

 

■会長 

・ いただいた意見を活かし、利用定員設定をしていただきたい。  

 

 

 （２）子ども発達相談センターの巡回事業について（報告） 

 

 ■会長 

・ 次に、子ども発達相談センターの巡回事業について報告をお願いする。 

 

 ■事務局（子ども発達相談センター所長）より資料２について説明 

 

■会長 

  ・今のところについて質問等はあるか。 

 

 ■委員 B 

  ・ コーディネーターと園の連携はいいが、そこに保護者も入れて 3 者で連携してい 

ただくとよい事業になると思う。 

 

 ■委員 C 

  （ア） ２～３年前の訪問時の子ども状況と実施効果のところでは、家庭環境に問題あ

りが多かったと思うが、今回は、障害の疑いが多くなっているので変化の要因を教

えて欲しい。 

  （イ） 公立園では各園にコーディネーターが配置されているので、有意義な活動の実

践報告をしていただきたい。 

   ・ 巡回訪問を行ったときに、どこに相談したらよいのかと相談されたときに、子ど



も発達相談センターを紹介することで、園より「良かった」との声を受けている。 

  

■事務局（子ども発達相談センター所長） 

  （ア） 家庭環境の要因が少なくなっているのは、研修を行って相談員の専門性を高め

たため、まずは、子どもに焦点をおいてみるようになっている。そのため、子ども

の特性を見いだせるようになり、家庭環境より障害の疑いが多くなっている。 

 

 ■委員Ｄ 

  （イ） 公立園では、コーディネーター研修をこれまで行ってきており、コーディネー

ターは各園に設置することとし、副園長が担当している。子ども発達相談センター

の先生方にバックアップしてもらいながら、気になる児童をどうコーディネート

していくか考えている。各園で行っているということで、職員全体の意識が高まり、

また、担任だけでなく職員全体で共有できるので意義を感じる。さらに、保護者と

直接関わり、意見を聞きながらコーディネートできる。子ども発達相談センターの

バックアップにより、療育センターなどの関係機関との連携もスムーズに行えて

いる。 

   

■委員 A 

・ 子ども発達相談センターから、私立保育園にもコーディネーター配置を依頼してい

るのか、また、私立園にはどのくらい重点を置いているのか。 

 

 ■事務局（子ども発達相談センター所長） 

・ 私立園にも、コーディネーターの配置の声掛けをしており、コーディネーターを置

いていない園も窓口になる先生を置いてもらっている。私立・公立隔てなく巡回して

おり、私立園も、一緒に問題解決をしていきたい。 

 

■委員Ｅ 

（ア） 先ほどの回答では全園を回っていると言っていたが、最初の説明では気になる

子がいない園には訪問していないといっていたがどうなのか。 

（イ） 気になる児童がいない園も訪問し、聞き取りをして見落としがないか確認して

いく必要はないか。 

  

■事務局（子ども発達相談センター所長） 

  （ア）全園に訪問に関して案内しているが、気になる児童がいないという園は訪問して

いない。 

  （イ）気になる児童がいないという園では、０～１歳が多い園で、まだ発達が著しいと



ころであり、発達が目立っていないという意見をいただいている。また、新設園には

必ず訪問を行っているが、今後訪問できるようにしていく。 

 

■委員Ｆ 

（ア） 訪問して気になる児童の対応（現場アドバイス）はしているが、その児童の保

護者への対応（告知・支援）はどのようにしているのか。 

（イ） 作業療法士が園に訪問して支援しているのか。 

  

■事務局（子ども発達相談センター所長） 

（ア） 園より保護者へ、子ども発達センターに訪問を促してもらっているものと、保

護者側から直接問合せをしてもらう、双方の面から対応している。 

（イ）今年度は 1 回訪問している。感覚が過敏な児童の対応をしている。 

 

■委員Ｇ 

・保育園に通いながら療育を受けることは可能なのか。 

 

■事務局（子ども発達相談センター所長） 

・可能だが、家庭の事情によって異なってしまう。そのため、療育はしませんが、子ども

発達相談センター側で園に訪問し、園内で集団生活がスムーズに送れるようアドバイ

スをしている。 

 

■会長 

（ア） 訪問した時の１日の流れを教えて欲しい。 

（イ） コーディネーターの役割はとても大きい。質の差があるので情報交換等行い、質

の向上に努めてもらいたい。 

（ウ） 委員 D（２）の回答で０・１歳は障害の疑いがないと回答している園は見落とし

ている可能性があるので専門家がやはり介入することが大切だと思うので、巡回不

要と回答した園にも訪問していただきたい。 

 

■事務局（子ども発達相談センター所長） 

（ア） 午前中（９時～１２時）に各クラスを回り行動観察し、午後の時間にカンファレ

ンスの中で事前の園からの情報と併せてアドバイスしていく。 

（イ） コーディネーターの資質向上のため、今年度は 1 回研修会を行っている。今年度

は「気になる児童とどうかかわっていくのか」というテーマで行った。 

公立・私立園とも研修会に参加し、その後、園内で共有を図っていただいた。 

（ウ） 訪問を行っていない園に関しては今後、巡回訪問を行っていく方向で進めて行く。 



 

■委員Ａ 

 ・ 保健所の乳児健診の情報を共有するなどし、虐待などを防ぐことが必要である。私立

園連合会では、早急に園長・主任クラスを対象に、学習会を実施したい。１歳児クラス

でも、現場では苦労しているケースがある。子ども発達相談センターには、全園を巡回

していただきたい。 

 

■会長 

・ 短時間の巡回では、状況を把握することが難しい面がある。人員・予算の都合もある

と思うが、言語聴覚士、理学療法士、作業療法士の先生方が訪問できる体制は素晴らし

いので、今後も渋谷区の特徴を活かしつつ、他の自治体の巡回指導も参考にしながら進

めいって欲しい。 

 

■委員 H 

（ア） 渋谷区ネウボラの設置の前と後では違いはあったのか。 

（イ） LINE での問い合わせ数は 38 件は想定内のものなのか。すでに連絡済みの家庭

か。また、キャンセルされた方４件は多いのか少ないのか。ＬＩＮＥを使わない方の

フォローはどうしているのか。 

 

■事務局（子ども発達相談センター所長） 

（ア） 保護者が問い合わせ内容によって訪問する窓口が中央保健相談所、子ども家庭支 

援センター、子ども発達相談センターと異なっていたが、子育てネウボラを開始後一

つの窓口で各必要機関に連携ができるようになった。 

（イ） 問い合わせ件数は想定外の数であり、コロナウイルス感染防止のために始めたも

のだが行ってよかったと考えている。問い合わせは新規の方が多い。また、キャンセ

ル数に関しては少ないと感じており、翌月に申し込みがある前向きなものである。 

LINE を行っていない家庭に関しては訪問相談や、近くの子育て支援センターに来

所していただき、対応している。 

■会長 

 ・他に質問はあるか。 

 

  （異議なし） 

 

・ いただいた意見を、今後の子ども発達相談センター運営に活かしていただきたい。 

 

・ 最後に発言してない委員から一言いただきたい。 



 

 ■委員 I 

  ・  子ども発達相談センターの巡回訪問は、訪問時間をもう少し長くみていただけれ

ばと思う。職員にもとても参考になっている。子ども発達相談センターと園とは繋が

るが、その後、保護者が多忙のため、繋がらない。休日・夜間などの時間帯の希望も

ある。 

  

 ■委員 J 

  ・  巡回相談を実施していることは、保護者は知る機会がないかもしれないが、あり

がたい事業だと思う。LINE は、簡単なインターフェイスのため多くの人が知って、

利用してもらえるといいと思う。 

 

■会長 

・  令和 2 年度第２回は閉会とさせていただく。 

 

（閉会） 


